
ステムとして情報を伝える！

タップ間コミュニケーション
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本連載では，スタッフー丸となって医院改革に取り組む
３医院から．改革の流れと成果をご紹介いただきます．

シ

をする時間をもつ発想すらありませんでした．

そこで､!↑院では，これらのコミュニケーション

不足からくる‘l1Ii報の不統一,非共有を解決すべ〈，

下記の５つの取り組みを始めることにしました．

働駕蝋細
①朝礼・ミーティングの実施（図１）

まず，チーフが進行係を務め，それぞれの連絡

事項を伝えることから始めました．その後，試行

錯誤しながらではありますが，医院の現状把握の

ための前'1の来院軒数・新患数．キャンセル数の

報告，医院の理念を確認するための理念のIIH和な

どを行うようになりました．この時間をもつこと

により，情報の共ｲj化が可能になったことはもち

ろん，チームとして働くための士気もi}.(iまり，朝

一番でﾉ好を川すことによって気持ちにも張りがで

たように感じます．今後は，報告''１心からスタッ

フの“気づき'，や"考え”を各々の言染で発言でき

る体制をつくっていきたいと考えています．

②ホワイトボードの活用（図２～5）

在庫管IlMのためのホワイトボードの活川につい

ては２）ｊけで解説しましたが，ホワイトボード

には，そのほかにもセミナーのパンフレットや今

後の予定，緊急時連携病院の連絡先，トイレ清掃

や片づけの》』1恭表などを一覧できるように貼付し
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１２月号では.在庫管理や器具収納の･視える化”｜

の取り組みによる院内業務の効率化についてご紹｜
;介しました.今回は情報の共有や伝達手段の改１
１良などコミュニケーションの効率化の取り組みに！

|ついてご紹介します
エローーーーー－一一一一一一一一一一一一一一一一』

「コミュニケーーションーＩを必要とする状況・場

面はさまざまですが，共通していることは，その

I:-|的が“確実で，ＩＩＬい情報の共有化，，にあること

です．以前の>I1院では，院内の連絡‘1噸を１１蚊で

の伝達に頼っていたため，予定の変更，アシスタ

ントワークの内祥変更などの伝達もれ，取り違い

があり〆伝達にも時間を要していました．また，

スタッフによって出勤||や勤務時間が異なってい

たため，朝礼や定期ミーティングもなく，スタッ

フ全員が顔を合わせて意見交換や連絡4噸を伝進

する機会がほとんどありませんでした．

さらに，新人スタッフを育成するためのマニュ

アルやプログラムもなかったため，指導する側は

仕事内容を１１頭で説明し，新人はメモを取って覚

えるという方法しかありませんでした．指導の挫

本的な流れや方法も決まっていなかったため，状

況や指導者によって指導内容が異なり，新人は混

乱して疲れ，仕'jI:への意欲が低下して|zIi-l嫌悪に

陥っていました．いま考えると，指導する側の都

合を優先して新人の気持ちを考える余裕が全くな

く，新人が仕.'脳を覚えていく過程でじっくりと!活
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